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今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
毎
年
八
月
一
日
の

風
鈴
祭
の
初
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
、
短
歌
・
俳
句
会
や
海
南
文
化
協
会
邦

楽
研
究
部
の
方
々
に
よ
る
邦
楽
演
奏
や
「
つ
つ
て
ん
踊
り
」
の
奉
納
な
ど

が
中
止
と
な
り
、
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
「
春
日
風
鈴
ま
つ
り
」
は
、

無
事
行
な
う
こ
と
が
出
来
、
皆
々
様
に
は
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
N
H
K
和
歌
山
放
送
局
の
取
材
や
W
B
S
和
歌
山
放
送
の
ラ

ジ
オ
が
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
例
年
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
方
々

が
風
鈴
の
音
色
を
楽
し
み
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
も
子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
願
い
事
や
短
歌
俳
句
の
作
品
が
に
ぎ
や
か

に
美
し
く
輝
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
コ
ロ
ナ
疫
病
退
散
」
な
ど
の
願
い
事
も
多
く
観
ら
れ
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
こ
の
願
い
が
叶
う
よ
う
に
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

来
年
は
、
ぜ
ひ
と
も
例
年
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
致
し
度
く
皆
々
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
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令和２年8月1日〜8月15日

春日風鈴まつり・「ちの輪くぐり」
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園
児
ら
の
七
夕
の
歌
外
は
雨

上
　
中
　
　
　
光

ア
マ
ビ
エ
を
吊
す
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
け
り

武
　
友
　
朋
　
子

人
住
ま
ぬ
木
々
よ
り
蟬
の
鳴
き
は
じ
む

飯
　
沼
　
孝
　
男

留
守
番
の
犬
に
ク
ー
ラ
ー
掛
け
て
お
く

太
　
田
　
妙
　
子

風
鈴
の
揺
れ
て
春
日
の
杜
愉
し

津
　
田
　
京
　
子

父
の
声
母
の
声
か
と
河
鹿
笛

木
　
下
　
敦
　
子

夏
夜
空
家
族
の
幸
を
願
ひ
け
り

船
　
水
　
秀
　
子

神
宮
の
砂
利
踏
む
音
の
涼
し
さ
よ

桑
　
島
　
啓
　
司

風
鈴
俳
句
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少
年
の
夢
湧
く
話
雲
の
峰山

　
本
　
は
じ
む

逃
げ
足
の
斯
く
も
早
く
て
子
か
ま
き
り

宮
　
本
　
啓
　
子

良
縁
成
就

風
鈴
の
短
冊
に
書
く
願
ひ
ご
と

船
　
水
　
誉
　
子

風
鈴
や
風
豊
か
な
る
大
社山

　
本
　
惠
　
草

風
鈴
を
降
ろ
せ
と
言
ひ
し

夫
逝
き
て
そ
の
後
ふ
た
た
び

音
色
は
聴
か
ず
　

高
　
岡
　
淳
　
子

風
鈴
短
歌
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表
紙
題
字　

山 

本　

恵 

草 

殿

春
日
神
社

風
鈴
ま
つ
り

〒
六
四
二
─
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
─
一

春
日
神
社
社
務
所

電
話　

〇
七
三
（
四
八
三
）
七
五
四
七

こ
の
作
品
集
「
風
鈴
ま
つ
り
」
は
、
東
京
の
国
立

国
会
図
書
館
・
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
並
び
に
和
歌

山
県
立
図
書
館
、
同
紀
南
分
館
に
納
本
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
作
品
は
春
日
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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